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は じめに

「一農場一アピール」は全国大学附属農場協議会に加盟する各大学のPRと

情報交換を目的に平成 14年度から毎年Tl行され、本冊子が第 8号 となります。

大学附属農場が農学部を有する大学には必ず設置されていること、そして、

そこでどのような教育や研究が実践されているかを知っていただくために平成

10年 に出版した 「緑と実りの広場」一全国大学附属農場ガイ ドブックーに大学

附属農場のPR誌 の原点を見ることができます。「緑と実りの広場」は、元岐阜

大学教授の川瀬岩夫先生からのご寄付によつて出版され、各大学附属農場の

①概要 ・特徴、②実習教育、③研究の特徴、④生産物、⑤公開状況、がまとめ

られております。イラス トや写真もなく見栄えの点では 「一農場一アピール」

に劣 りますが、各大学の教育 ・研究の理念やひたむきさがよく表わされて

おります。この本の中で、元筑波大学教授の遠藤織太郎先生は、L.H.Balleyの

「The PrincDles OfAgricutture(1898)」から
“
農業教育の目的は農家をよくすること

であって、農場ではない。もし、人が目覚めれば、農場も目をさます。農場の

主な生産物は人間であり、文化的人格を養成せねばならない。
"と

の記述を引用

し、
“
大学の農学教育では、優れた農業者の養成に主体を置いてはいないが、

農場実習は作物や家畜、それらを育む生態系との肌を通したふれあい、集団に

よる共同作業などを通 じて、人間形成に対して教育的な意義を持ち、そのため

の重要な役割を担っている。
"と

述べております。それらの役割と実績が評価

され、農場の共同利用施設としての拠点制度導入に結びついたのであれば、

喜ばしいことと考えますが、経緯やゴールについては明らかではありません。

大学附属農場 ・センターにおける教育・研究をはじめ食育や地域貢献活動など、

さまざまな取り組みを紹介し、特徴ある、そして魅力ある農学教育をアピール

することが、その支持者、支援者、さらには農学を志す青少年の増加に結び

つくことを願って止みません。第 8号 の発刊にあたり、これまで編集の労を

とられた歴代庶務幹事の先生方には心より御礼申し上げます。

平成 22年 3月

全国大学附属農場協議会

会長  島 田 順



全国の大学農場・センターの特色
“一農場一アピール

"
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北大果樹田を活用した地域科学の展開
北海道大学北方生物田フィールド科学センター生物生産研勇農場(FSC)

北大余市果樹田:札幌から掬60kmの余市町に1912年(大正元年)に世立。1950
年代には北大農学部の敏授再が生産書にリンゴ生産技術の碑胃を実施。近年は地
域科学の推進に努力。2009年 の活動を紹介(数字は開催日)

果樹口操防(―触公開)0/12
3グループに分かれてお出来樹の見学、リンゴ収頼と直食、ブドウの■下で■望敏E。夫
同研究を出行している そのとや

'よ
りりんご′ヽイの提供(lL六リンゴ使用)。JSTttHの 科

学書事凍。

田口・対日宮白 硝減・対情集会「身近なくだものの価

1盟譜置ュ_登|!i子
裳中 驚艦撰機軸   真 子に向く兵日の特性と地域おこしを組介。JST地

森市町と北大の運臨協連10/5
傘荷町、北六農学研究沸および北大FSCは違韓
鶴定を持じ、地域人材敬育やフィールド研現を違観
して逮行。8崎 的大学連協事韓r北の3ヨ窮 食
の受全・費心」プログラムで、余市町活性化セン
ターに出再敏育システムを最E。日係敬Rに よる
農韓書とのB麟 も日始。

り田ときめき・ひらめ書サイエン
ス7/25「 ハスヵップを食べてみま
せんか」北海道自生の小果樹・ハス
カツプの島■改Rを 、中高機生向け
に体験授環。爵確、食昧拭ほ・酸度・

輌慶通定、ほど木実■。JSPS事業。



◎ 帯広畜産大学 畜産フィール ド科学センター
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1畜 産フィールド科学センターの給与飼料の構成比

09年(現在)

(カロリーペース)

平成20・21年度 研究改革白改善プロジェクト(大型研究プロジェクト)
『飼料用穀物生産による持続可能な北海道型畜産の構築:
自給トウモロヨシの高度活用による牛豚複合循環型家畜生産システムの実証』

,     国 立大学法人幹広琶産大学吉産フィールド科学センター

〒0808555帯 広市稲田町西2線11番地 t』 o155-49-5656 fax 0155‐49‐5654
URtt http://―。bihiro,ac.,p′fCasa/index`html E‐ma‖:付eldoobihiro.ac.jp
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首産フィールド科学センターでは、『土地―作物―家畜生産―排泄物と団場

残さの還元』という資源循環の中で、完全自給飼料による家畜生産に挑戦し

ています。今後は、低投入(減肥)による自給飼料生産を推進します。
●



創立者黒澤酉蔵が

唱えた循環型酪農
を目指して

お車た法四

ス (132 ha)

酪農学園

大学附属農場はキャンパ

内にあつて,実 習現場ま

で歩いて数分で行ける

恵まれた立地環境にあ

る。年間の全学の実習

科目数は19,36単位。

履修学生は920名に達している。学生は農場実習だけでなく (写

真①,② ),農家に20日間住み込み実習する 「委託実習Jを 通じ

て体験的に農業 ・酪農を学んでいる。農場の乳牛 (写真③)の ふ

ん尿はパイオガスプラント (写真④)に 送られ,そ こで生産され

るメタンガスは,バ イオガスプラン トに必要な温水の生産の他に,

発電にも利用されている。発電量は,1日 当たり約 400 kW(一般

家庭40戸分)で ある。メタン発酵が終了したふん尿 (消化液)は ,

2,100m3の貯留槽で保管され,そ の全量が同場に還元されている。

附属農場は近くの子供たち (写真⑤)や ,一 般市民 (写真⑥)

にも開放され,食 育教育のために利用されている。

●附届農場の数値 目根

附属農場は,創 立者黒澤酉蔵の循環農法に基づく上―飼料―乳

牛の養分循環を第一にしたいと願つている。このため, 目指す酪

農は乳量水準を若干 ドげても,飼 料自給率70%で 個体乳量9,000

kg。重粘土圃場の土地改良計画が実施されている。



弘前大学農学生命科学部附属生物共生教育研究センター

httD:〃■ature cc,hirosaki‐u.ac.Sp′kvousei′

農場オリジナル商品を地域に全国に販売

広大なリンゴ園を持つ当センター藤崎農

場。「弘前大学りんご」は、その藤崎農場

産リンゴを5kg又は 10kgの話め合わせ

で、弘前大学生活協同組合を通して販

売しています。中には「ふじ」「工林」にう

こう」の3品種が入つており、このうち「こうこ

う」は藤崎農場で 1999年に育成された品

種です。また「ふじ」は農林省園芸試験場

が育成した品種ですが、その試験場移転跡地に開設されたのが藤崎農場です。なお、10kg詰

めには当農場産「紅玉」を100%使 用したこだわりのジャムも1瓶添えられています。最近ではイン

ターネット等を通じて、学外のお客様でも簡単に購入できるようになり、全国に発送しています。こ

のほか地元企業等の協力を得て、「清酒弘前大学」「アップルエール」「アップルスナックJ等のオ

リジナル商品も大学生協を通じて販売しています。

地域連携の推進

○ 低利用資源であるリンゴジュース搾り粕をメ

イン飼料に据え、『弘前大学アップルビー

フ』生産を行い、飼料・敷料の調達、ふん

尿遠元生産物利用の面から地域との結

合を深めてきた。当センターでは農場開

放行事として「農場祭」「リンゴとチューリ

ップのフェスティバル」を毎年行つており、

この中で『弘前大学アップルビーフ』を地

元業者の協力を得て販売しています。

○ 平成 19年 度から、青森県及び全農青

森・JAと連携して青森県の主力野菜であるナガイモの優良品種の種首生産を産官学共同で行い、

地域産業の発展に寄与している。青森県からは原々種種苗とこれまでの栽培技術が提供され、

全農からは販売普及縛と最新の栽培資材・機器が提供されます。大学はナガイモウイルスに汚染

されていない広大な輪作地を提供するとともに安定供給技術の開発が求められ、これから弘前大

学は、青森県ナガイモ業界の浮沈に係わる重要な業務を担うことになります。

弘前大学

農学生命科学部

附属生物共生教育

研究センター

藤崎農場

〒038-3802者森県南津軽郡藤崎町藤崎下袋7の 1

TEL 0172(75)3026  FAX 0172(75)5646

Eメー,レ」m753026@cc hirosaki―u acjp

金木農場

〒037-0202青森県五所川原市金木町芦野84

TEL 0173(53)2029  FAX 0173(52)5137

Eメール」m532029@oc hirosaki―u acjp
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北里大学獣医学部

附属フィール ドサイエンスセンター

食肉の生産から食卓までを結ぶ 「日本産肉研究会」

第 5回 学術集会 (八雲大会)開 催される

平成 21年 8月 28日 ～29日 の日程で、北里大学獣医学部附属フィール ドサイエン

スセンター八雲牧場を主会場として北海道八雲町において、全国から約80名 の参加者

により、日本産肉研究会第5回学術集会が開催されました。

日本産肉研究会は、わが国の将来の食肉事情を見据え、食肉の生産から食卓までを薬

ぐ関係者の相互交流のもとに、食肉の生産の最前線から流通、消費までの諸問題の解決

を行うものであり、畜産の振興、安全な畜産物の消費拡大、さらに食肉自給率の向上を

目指す目的で、平成 19年 に発足した研究会です。

28日 は、町内の酪農家で生産された 「北里八雲牛」が、八雲町育成牧場で乳用育成

牛と混放牧している様子と、酪農家で飼育されている哺育牛を見学しました。その後、

北里大学獣医学部附属FSC八雲牧場で放牧牛や自然循環型施設などを見学しました。見

学終了後、八雲牧場内の会場で牛肉試食会が行われ、自給飼料を主体とした全国6牧場

から提供された牛肉の試食を兼ねた味比べを行いました。投票の結果、第一位は九州 ・

沖縄農業研究センターの褐毛和種の放牧牛肉で、「北里八雲牛」は僅差で第二位でした。

29日 は、八雲町商工会 (はぴあ)内 コミセンホールにおいて学術集会が行われ、メ

インテーマ 「飼料自給型牛肉生産の現段階と課題」と題して 6題の発表がありました。

見学における町有バスの利用や学術集会会場の利用など八雲町には多大なご支援をい

ただきました。

北里大学獣医学部附属フィール ドサイエンスセンター

十和田農場 〒03年8628青森県十和国市東二十二番町35-l TEL0176-24-4371

八雲牧場  〒 049-3121Jし海道二海郡八雲町上八雲751  TEL0137-63-4362

E―maili fscOkitasato―u―fsc jp     URLi http://kitasato―u―fsc.jp/

質
Ｊ

牛肉試食会 学術集会



長十郎もちの育成と製品開発研究
岩手大学農学部附E寒 冷フィールけ イエンス教育研究センター

ヒエ研究の意義

岩手県では、と工は救荒作物として昔から食べられ、最近では栄養成分などが評
価され、岩手県はヒエ、アワ、キビなどの雑穀の主産県となつている。しかし、ヒエは

キビやアワに比べてボロボロして美味しくない。その理由の一つとして、ヒエには「モ

チ性」がないことが上げられる。そこで、 モ チ性ヒエを育成するために突然変異育
種法で挑戦し、世界で初めてとなるモチ性ヒエ「長十郎もち」を育成した。このモチ

性のヒエを用いて、地域に根ざした製品開発に取り組んでいる。

四 ブライマーtり にoWガ EoWxRに よ●tIPCR

Mi分 子■マーカー レーン   “  ■Iす (やヽ テ)
11モ チ中 (野生理)    5 , t(キ t,)
21違  庫 (野生里)    6「 4●… (キモ,
3 and el確米在来(野生理), ■ ia■ ,(■,) 図  ヒ エの事丈

ヒエのイメーラを一新する1モチ性と工 を育成した とIという古くて新しい作物に、伝続的な

地酒や味噌の醸造技術を駆債し、新し′い息吹を吹き込み、若い方にも楽しんでもらえる製品

開発を行つた
「モチ性ヒエJはこれまで存在しなかつたため、その加工 利用の多くは未解明であるため、地

域に根ざした新たな製品野発への関係者の取り組みが期待される

ヒエはケノム構成がコムギと同じ異質六倍体

E=→〉4rE伝子が3つ

l Wnd型は津 ″孵,浄μx2.島″夕勤t機能している、
ひ 乱 0つ 前 鵬 能してい0

2に アミロース系統の機能している1つの情走 演せばモチになる。

3肱 を 演す手段として、γ線照射

掛　　　　　　　　　い　　　　　　　い

ア
ミ
ロ
ー
ス
（％
）

…  …  ta)

くい― タタヒエ

■ | □t t ,

↓       ↓

M3に おけるアミロース含エ
アミロースがお、くまれていないことの実証
モチ性系統の誕生

図 モ チ性ヒエ酒「ミレッシュゴールド」

連絡先 岩手県岩手郡滝沢村滝沢字巣子1552電 話019-688-4021



TOHOKU

東北大学大学院農学研究科
附属複合生態フィール ド教育研究センター

Kenkyu′Kydku,Kuにhinbo:農 の持続的発展を目指した3K
研究 教育 食いしん坊

GCOE i人工湿地による畜産排水処理
エコフレンドリー ・省エネルギー型の人工湿地〔11l m2)に

よる酪農パーラー排水処理の研究開始。持続可能な処理シ
ステムの開発に水環境分野での注目度上昇中。

「大学は美味しい」に初出展 ;売れ行き上々
日本酒 『萩丸』、無添加 ブルーベ リージャム、原木栽培 しいたけ

東北大学で栽指した米 「蔵の華」のみを使用して作られた日本酒
「萩丸」、無添加ブルーベリージャム、原木栽指しいたけを紹介。

安全で自然な食のあり方を提案。
消費者の皆様からご好評をいただきました。ありがとうございます。
2010年 「大学は美味しい」では、新商品 i家畜福祉を反映した肉
「日本短角牛」の販売も検討中。

ログ八ウス完成 :支障木利用 ・研究サロンの場
フィール ドセンターで伐採された支障木を利用したログ八ウ
スの建設。木材を自給自足。森林 ・間伐材の利用促進と、家
としての炭素固定を具現化。研究サロンの場としても訪問者、
学生に好評。研究活動の活発化に貢献。

フィール ドセンターSeminari知 の間欠泉、湧く !
2009年度より、新たにフィールドセンターsemharを月1度で開催。
異分野交流、若手研究者の意見交換の場としての役割を果たす。
R8子温泉に、新たな 『知の間欠泉Jが 湧き上がっている。

環境教育 ;全学フィールド環境教養講座新規開講
「水から見る環境」、 「生物多様性から見る環

境」と題して東北大学全学部の学生対象に開催。
森→草地 ・田畑 (食料生産)→ 海 (水産)の 環
境のつながりを、フィールドを体感しながら学
ぷ。理学部、経済学部の学生の参加もあり、参
加学生は充実した講座だったと好評。2010年本

格始動。他大学受け入れも検討中。



ン 宮城末学a産 業学部開E農 場

[歓青]宮 城六学住産韓学部でけaこ 農を構合的に歓育・研究できる歓青体制

を備縄していきす。2009年 12月 には仙

合帝向のメーンストロ'―卜を会場にマ′Lシ

ェ・ジャボン セン字fお 隅悩され、学生建

お衆習でかかわった開宮aも の生産輸を、

消費音に直韓題亮する経験をし孝した。
―マルシェでの生産物販売風景―

[研究]育 首箱こベィトボトfしを使日し

て、多二の土嘔を必専としむ11新しい

口書システムを本挙歓Rか 開発しきし

た。仙台市内にある第3と,字 ―前に

搬Eし たここう六寝●反督を時び、出

元のテLPビ局も取材に無孝した。先生

の町究震ではこのシステムを利円した

野菜、花キの,L転韓塔を率臨テーマとしτ取倒んでいきす。身近む□客を直材に

韓目的む妻この開発を目指している先生のこのシステムが、間もなく皆せたの目

にも触れることでしょう。

[地増責苗]例 年宗備の「E体 〕配子のための

公開路座(3日 )Jの序al、本年度体 4目 に『模

時しい野菜の作11有こ作景のコツJ、11目 に
「輛木の住べ'Lべこ十トイモ就住Jを韓簡しけし

た。学部学科に所宮する各分野の専門家nal

博輝atら秦習きでを担当し、書加されを有々に

け末牽g.拝で

した。開宮農

嶋の有童性を

親厳してもら

える農い機会

にけっをこ考え

τいきす。

8

連絡先:982-0215仙合市太白区旗立 2-2-1、022-245-1268、matsumorOmyu acjp



ゑ 益賠談概色県立大学
秋田県立大学 コ生物資源科学部
附属フィール ド教育研究センター

本センターでは18haの有機畑圃場を保有しており、これを3分割して6ha
で大豆 「リュウホウ」を生産している。除草はロータリーカルチと手取り
のみであつたため、大面積を管理できず、毎年、雑草害に悩まされてきた。
平成21年に、除革カルチを試したところ (図1)、 ロータリーカルチで

は除草できない株元の雑革まで防除することができた (図2)。 残ったわ
ずかな雑草を適宜手取するだけで、除革は完了し、大豊作であつた (図
3)。 収量は、当地域での慣行大豆の平均収量を上回つた。
今後、より効果的な使用方法が明らかにできるよう、回数や使用時期に

ついて検討していく予定である。

(撤月言宮解白『1君ギすil争ヨ告十
チ

ヤ
手
轡

車
口.   収 穫

( 8月～10月) ( 1 0月 下旬～11月中旬)

日  ヽ除 車カルチを装着した トラクター

連絡先 〒 010-0451
1■  0135-45-2858

秋田県南秋田郡大潟村字大潟6番地
E―mail f―centerOakita―pu.ac.Jp

図3 収 穫間近い大豆団場



山形大学農学部附属
やまがたフィール ド科学センター

エコ農業部門 (高坂農場)

山形大学農学部附隅やまがたフィール ド科学センターエコ農業部門は、

農学部キヤンパスから南に5キ ロメー トルほど離れた県立公園の金峰山

の豊かな自然の中に立地する24ヘクタールの総合農場です。ここは、農

学に 関する学習、教育研究のためのフィール ドであり、農業生産を実践

しながらこれと一体の実習教育と研究を進めております。

また、エコ農業部門では社会教育の一環として地域の幼少教育への貢

献を目指して公開事業を行つており、特に園児や小学生を対象とした取

り組みに力を入れています。

〒997‐0369 山形県鶴岡市高坂字古町5-3
山形大学農学部附属フィールド科学センター

エコ農業部門 (高坂農場)
TEL:0235-24-2273(代) FAX:0235-24-2270
URL:hitp://wwwitr.yamagata―u.ac=ip/中iSchp/index.htmi

山形大学

◎地域への貢献を目指した公開事業

☆わんばく農業クラブ

鶴岡市の協力のもと、地元の小学生に田植えから収穫 =

わら細工まで、年間を通して農作業を体験してもらい、
生産の面白さ・農業の重要性 口収穫の言びを体得しても
らうことを目的とした事業です。

☆収穫体験
「大学農場へ行こう」

幼稚田児を対象とした果実の収穫と動物飼育体験事業です。

販売を通して農学を学ぷ
農学部生産学科の学生

☆農場市
生産の他に販売にも
関わることで農業は農
作物を作るだけではな
いことを学生に体験し
てもらつています。

◎その他にも

０■
日
〓



河
Ｌ

■ 茨城大学 植物育て健やかに
3barak,university

「園芸療法プログラム」
本センターでは、茨城県立医療大学付属病院デイケアと連携した

「園芸療法プログラム」を行い、統合失調症患者らのリハビリを行つ

ています。

そこでは、患者の意欲や肯定的感情の増進などの効果に加えて、

家族と患者、地域をつなぐコミュニケーションツールとしての効果も

認められています。

問い合わせ

茨城大学農学部附属フィールドサイエンス教育研究センター

〒300-0393茨城県稲敷郡阿見町阿見4668-1
Te1 029‐888-8702 Fax 029‐888‐8715

植物に触れることで患者が心身の調和を取り戻す

】
日
Ｂ

“
日
日



サクラソウ園芸品種の保存と地域貢献
筑波大学農林技術センター

保存活動を行う理由とは ?

サクラソウ(PFttJrra siebo材′)

は、日本全土に広く分布する多

年車である。古典田芸植物に分

類されており、江戸時代から盛

んに品種改良が行われてきた。

しかし、このような古典園芸植物

は、時間の経過に伴い失われる

ケースが多く、歴史的な価値だ

けでなく、将来的な育種の材料

として考えた場合、可能な限り現

存の品種を保存することが望ま

しい。

現在の保存状況

筑波大学農林技術センター

では、開学当時からサクラツウ

国基品獲の遺伝資源保存活

動を行つてきた。その後、保存

系統数は年々増加し、現在で

は300品種を超える保存数と

なった。

そこで、貴重な園芸植物遺

伝資源であるサクラツウの保

存・維持に関する新たな拭み

として、2005年2月に筑波大学

とNPO法 人つくばアーバン

ガーデエング(TUG)が 共同で

「きくらそう里規制度Jを立ち上

げた。

さくらそう里親制度

大学が保存している約300

品種のサクラツウを市民と
共に保存し、大学と市民の
工箇所で遺伝資源の保存を
行い、コレクション維持の安
全性を高める制度として作
られた。

芽分け・植付け作業を市
民と一緒に行うことで遺伝
資源保存の大切ミや裁埼方
法などの朴会啓尊活Ehを
行つている。 ｀

2004年度の発足当時は、10名の

里親に20品種の里子が登録され、
その後,里親・里子ともにH買観に増
加し、現在は78名の里親と178品種
の里子が登録されている。

さくらそう展

2006年から(独)目立科学博物館筑
波実験植物園との共催で「さくらそう
展」を行つている。

夢モF,  'モ |=|……

「さくらそう展」では、筑波大学が保
有している品種と市民が自宅で育て
た品種を展示している。展示の機会
を投けることで、里親となった市民の
議増に対するモチベーション上品種
保存の責任感を維持する効果があ
る。
さらに、江戸時代からの伝統的鑑

賞法である「桜革花壇」を加工・組
み立てて、展示をしている。桜車花
とは、サクラソウの花色・花形・咲き
方で並べ方の様式(作法)が決めら
れ、日本人独特の花に対する美意
機についても紹介している。
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字都宮太学 農学部 附属農場
http:〃aダil■ine utsun()miya‐u ac jp711pj/deptJ/farltr1/indcx htn11

r競鹸瑠]』』騨掛む‖
宇都宮大学 独自育成 水稲新品種 「ゆうだい21」は、当附属農場 前田8信 名

曽教授が研究の一環として、開発した新品種オリジナル米です。

字大農場生まれの rゅぅだぃ 21』開発物語

1990年 農場のハイブリッドライス試験口に極めて大きな稲補の株を発見しま

した。この一株を翌年以降栽培するといろいろな時性の稲に分離したので、コ

ンヒカリ並みの熟期で穂の大きい株を選んで栽培を継続しました。2000年 に

さらに姿、楠共に大きな変異株を見出し、この株を2001年からU21L系 統と

してコンヒカリと比較栽培してきました。U21L系 統はコシヒカリと比べると

出楠は2日 程度運い早生種で、車丈、楠長とも 5cm程 度長い長大種ですが、

茎が太く硬く、倒伏、補いもち病に3会く、好天年では極めて多収で、食味もコ

シヒカリと同等と、優れた特性を持つことから2007年 2月 に 「ゆうだい21」

『ゆうだい21』

「ゆうだい21」

の系統名U21L

は、「U」 は宇

都目大学、「L」

は大きい楠を

示し、育成した

当農場の雄大

さ、稲の姿の雄大さ、さらに稔が優れて大きい優大、さらに宇都目大学

の愛称の
“
うだい

"→ “
UDAI"か ら、名称を 「ゆうだい」としました。

「21」は 2000年 に分離 した系統であることを意味 します。そして、膏

成されて 50年 以上経過しながら日本の水稲 トップ品種であるコシヒカ

リに代わり、21世 紀は 「ゆうだい 21」の時代になればとの大きな願い

を込めて名付けました。

rゆうだい21」のこれから
「コシヒカリ」は、宇都宮高等震林学校(宇都宮大学震学部の前身)卒業

の石塁慶一郎先生が中bと なり、福井県農業試験場で 1956年 に育成さ

れたものです。同じ宇都宮大学が 「ゆうだい 21」を作り出すことがで

きたのも、教職員の地道な努力の賜物と考えております。今後 「ゆうだい

方々に満足いただけるコメに育てるべく、更なる努力を続ける所存です。

として品種登録出願 し、2010年 1月 14日 品種登録

が完了しました。そして報道機関への発表後、種子

販売の問い合わせが 4日 間で 300件 を超えるなど、

反響の大きさに驚いています。

の名輸出来

2010年 1月 18日
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販売パッケージ(2kg袋 )

生育中の「ゆうだい21」:倒伏状況に差が見られます

21」を地域の皆様をはじめ多くの

問合わせ先 :宇都宮大学農学部附属農場 :〒321‐4415栃 木県真岡市下籠谷 443電 話 0285‐84・2424

３】
日
日



千葉大学環境健康フィール ド科学センター

Center for Environment,Health and Field Science,Chiba University

市民科学による持続型地域社会の形成

http://www.COllege―‖nk―chiba―u.com/

地球温暖化や環境破壊、少子高齢化、シック八ウ
スや食の安全性 ・ ・。今、私たちはこれまでに
経験したことのない問題に次々と直面しています。
これらの問題に、私たちはどう向き合えばよいの
でしょうか?

そうした問題は、さまざまな要素が複雑に絡み
合うために従来の枠組みだけでは解決が難しいの
が現状です、しかし、一方では、環境や地域、子
供たちの未来のためにライフスタイルを見直そう
とする人たちが増え始めています。大切なのは、
その動きを個人に留めず、コミュニティとの連携
によって地域全体へ広げていくことです。
医食住の視点から暮らしを見直そうとする人が

育ち、そこから新しいコミュニティやムーブメン
トが育っていくことが大切です。そのきっかけと
なり、公民学の連携を深めていくのが 「千葉大学

柏の実カレッジリンク ブ ログラム」です。
このプログラムは、柏の葉エリアと強い連携を

図ることで、地域にとっては大学の持つ豊富な知
的資源を活用でき、新しい交流により知的 ・文化
的束J激が得られ、健康で充実した暮らしが可能と
なります。
一方、学ぶ人たちにとっては人生経験豊富な地

域の社会人との交流が 「生きた学び」の機会とな
ります。

体系的な学問としての考察だけでなく、経験や
立場の異なるさまざまな人たちの経験やノウ八ウ
を共有し、そこから新しい束J激やネットワークを
得る、まさに古代ギリシャにおける民会の場を意
味した

い
アゴラ (広場)Ⅲのような互教互学のスタ

イルをめざしています。

生活の質の充実 新 たな学問領域の構築  地 域環境づくり

民     学
地ヒ住民    ● フコク弘 隻よ   |

公
・
機潔距登統F 地 域(ta力機B8)

共
ヨ
ゥ

●

●

●塩師派遣
●演霞フィールド震供
0フ ●タラム共的など

市 民 科 学 の 創 成

千 葉 大 学  環 境健康フィ ル ド科学センター

chb a  u nけer s  t y  〒27 7 0 8 8 2千 葉県柏市柏の葉6-2 1

ロ ロ賢 r■
・

電話 !0471378000 14



東京大学大学院農学生命科学研究科

附属生態調和農学機構を2010年 4月 に設立

設 立 の 背 景  人 間社会は、食物や材料の生産だけでなく、環境保全や物質循環、景

観維持などを通して、さまざまな生態系サービスに依存して初めて成り立っている。従つて、

今後の持続的社会への移行には、生態系サービスと調和した生産と消費の実現を欠くこと

ができない。農学は、生態系サービスの利用と保全に最も深く関わる学問分野として、持続

的社会への移行に主導的な役割を果たすことができるが、そのためには生産だけでなく、

生態系サービスと調和した価値の創出全体にスコープを広げる必要がある。

組 織  東 京大学附属農場、同附属緑地植物実験所を改組し、同演習林田無試験地の教

育研究機能を組み入れて、生態調和農学機構を、2010年 4月 に設立する(下図)。同機構

は、「持続的生態系サービスと罰和した農」の学際的究明を主なミッションとする。

教育研究内容

情報口社会研究領域:食 品安全、環境保全、景観形成など、農林業と社会の関係性を、情

報学、農業経済学、農村社会学、景観生態学などの視点から究明する。

農林生態系研究領域:生 態系サービスを人類が持続的に享受する見地から、農林生態系

の評価法や管理手法を究明する。森林生態学、緑地環境学、保全生態学などの学問分

野に基礎を置く。

生物・物賞循環研究領域:農 と生態系サービスの関わりを、生物機能と物質循環に着目

して究明する。生物地球化学、土壊肥料学、作物学、栽培学、木質科学、環境農学など

の学問分野に基礎を置く。

連絡先:J 林ヽ和彦(東京大学農学部副学部長)adasman@mtt eccぃ tokyo ac,p
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安全衛生管理室分室

教育研究部

教育研究部長

情報口社会研究領域

農林生態系研究領域

生物・物質循環研究領域

技術部

技術部長

技術職員



東京農工大学の農畜産物加工

６“
日
日

農畜産物加工実習

加工部門では素材本来の特徴を活かした製品づくりを心がけています。アイスク

リームは新鮮な生乳の風味が感じられるような配合を工夫し、乳酸菌飲料は生乳だけ

を使用してじっくり発酵させて製造します。ジャムや味噌などについても同様に、学

生が高い品質を目指した加工技術を習得できるよう、実習教育に取り組んでいます。

◆ 連絡先 ◆

目立大学法人東京農工大学 農 学部附属広域都市圏フィール ドサイエンス教育研究センター

FSセ ンター総務係 TEL:042‐ 367‐5800 FAX:042‐ 367‐5801

Em組 打亜omu@cc tuat,acJP



玉川大学農学部 総 合生物環境情報センター

節 脚 卿 政4二″ 崎佐D伽

環境教育の拠点としての衡lFll

本施設は阿寒国立公園の摩周湖 ・屈斜路湖のほぼ中間で、屈斜路湖を源とする0‖陶 |1源

流域の恵まれた自然環境の中に立地し、総面積は77 6haで、そのうち採草地は12 2ha、

放牧地 11恥 a、他は施設、山林(原 野となっていま坑

生物資源学科、生物環境システム学科の2年生による北海道プログラムや、生物生産 ・

環境生態等の卒業研究などヤg臣〕用され、延ぺ年間約3岡名が施設を和開 しています。

術昧犯挫業の実践とエヨファーム

豊富な草資源や、里山的景観のササ優先の林間など、放牧を加味した究維種 GL牛

♀×和牛♂)肉牛肥育や繁殖牛を飼養しています。産出される家畜糞,コ翻B4ヒにより、

全量畑に還元されています。21XJ2年からは、環境負荷が少なく、高蛋白低カロリーの

新しい動物蛋白源として期待される、ダチョウの飼養研究を行つています。

慨 デ献

地域行政の委託を受け、フインプドウ栽培の産地適性試験、

調査や、幼児教育機関への食育教材の提供、中山間地の自然、

地域との連携を図っていま坑

屈斜路湖における魚類相の

生活乗境に関する調査など
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明治大学附属農場

据治大学農学部力ゞ主催 ガち虎 霧 銅 駒穀 鋸 琢

アゲ ノナイIシ ズ融

「農」には心が安らぐ風景や空間があると言われ、グリーン ・ツーリズムや市民農園などが

都市生活者に注目されています。明治大学農学部では 2008年 度から都市市民の要望に応え

ると共に地域社会との連携を強めるため、農業 ・農学の基礎知識の講義と市民農園型の栽培

管理を組み合わせたアカデミー講座を定員 40名 で開講しています。

講座は全 15回で、夏休みをはさみ、前期と後期から成り、各分野の専門家の講義を受け、

農業 ・農学に関する基礎知識を修得する午前中のセッションと、各自が責任を持って約 15

m2の 農園を 「土つくり]か ら収穫まで管理する栽培技術の習得を目的にする年後のセッシ

ョンから構成されています。

前 ・後期の期間中には、新鮮で愛着のある夏野菜及び秋冬野菜を堪能していただいていま

す。受講日の圃場管理は専門家が直接指導しますが、受講日以外にも収穫や栽培管理などの

適期作業を自主的に行っていただいており、『AERA臨 時増刊 得 する農業。』(アエラ臨時

増刊 No.54 11月 20日 号)に も紹介されました。

連絡先 : 明 治大学教務事務部農学部事務室

〒2148571 神 奈川県川崎市多摩区東三日 1-1-1

TEL  044--934-7573  FAX  044ヽ-934-7902

８“
日
日



日本大学生物資源科学部附属農場

動物 いっはい 植物 いっばい

生輸生産活動の現場にはれきせ

その実際を学ぶために 学 科と

分野を超えて 「フィールド科学」

教育を推進しています

〒252-8510 神奈川県藤沢市亀井野 1866

E―Mail:血zOkusisem@brs面hOll u acjP

TEL(0466)84-3880

９■
〓
日



日本獣医生命科学大学 付属牧場
《宙士アニマルファーム 。富士セミナーハウス 。ハイテクリサーチセンター》
『教育支援 ・研究支援 ・社会貢献のために、何をしなければならないかを

場員が真剣に考え、自己峰性をもって実践していることが自慢ですJ

【組織】牧場長 (兼任教授)・副牧場長 (専任准教授)・技能職員 3名 ・臨時職員 2名
【予算】年間支出3500万 円 : 年 間収入3050万 円
【家畜種】飼養頭数 (平成22年 1月 1日現在)
・乳牛 62頭
・肉牛  8頭
・馬   2頭
・緬羊 33頭
・山羊 10頭
。その他の動物

・牧場見学
・牧場視黛

【大学支援】

〔主な教育支援〕
・獣医学科   1年 次  早 期臨床実習     2泊 3日 2班 編成 100名

2年 次  牧 場笑習 3泊 4日 2班 編成  50名
4年 次  大 動物臨床実習    2泊 3日 2班 編成  100名
5年次  大 動物臨床実習    2泊 3日 2班 編成  100名

・獣医看護学科  1年 次  牧 場実習 2泊 3日 2班 編成  80名
・動物科学科  1年 次  農 村調査実習     1泊 2日 1班 編成  80名

2年 次  牧 場実習 3泊 4日 2班 編成  50名
4年 次  繁 殖実習       2泊 3日 1版 編成  15名

・食品科学科  4年 次  乳 ・肉加工実習    2泊 3日 2班 編成  80名
。その他    本 学学生 自 主的実習 ・勉強会  3泊 4日       20名

他大学および専門学校の実習受入 2泊 3日       40名

〔主な研究支援〕
・獣医および応用生命科学部における各研究室の実験受け入れ (平成 21年 度 lo課題)
・本学で行われる実習のために各種動物および生産物などの提供

【地城貢献】

〔本学のある武蔵野市に対して〕
・牧場体験   小 ・中学生対象   年 2回    1泊 2日    各 国 30名
・出前動物園  障 害者の乗馬会など 年 3回    1日      各 回 100名

〔付属牧場のある地元に対して〕     ‐

ホルスタイン・ジャージ ・ガンジー ・ブラウンスイス ・エアシャー (5大 乳用種)

黒そ和種 ・褐宅和種 ・日本短角 ・無角和種 (和牛4品 種)

中間種(乗馬)

サフォーク ・ポリレドセ ット・チェピォット・サウスダウン・マンクスロフタン

シパヤギ

豚 (ミニブタ)・鶏 (チャボ)・犬 (ピーグル)

幼稚園 ・小学校 ・中学校 ・高校    年 間 200名
一般 ・各種畜産団体 ・本学OB   年 間 200名

【平成 21年度の付属牧場の計画】
・ハイテクリサーチセンタとに家畜の診療所を組織し、稼働させたい。
・各学科からの要望の強い肥育牛舎の建設計画を推し進めたい。
・生産現場の情報を提供するために、ホームページの 『附属牧場便 り』を充実させたい。

【所在地】山梨県南都留郡富士河口湖町富士ヶ嶺 799

【連絡先】Tcl o555も,3086  メ ールア ドレス hおu●Oro@kb3.so切et.ncjp
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信州大学 学部附属

アルプス圏フィール ド科学教育研究センター (AFC)

アル プスの里 山で フィール ドサ イエ ンス

清 らかな空気と水と緑に囲まれた環境で、より実践的なフィール ドサイエンスを探

求 しています。年間を通 じて、季節の変化に対応 したフィール ドでの リアルタイムな

研究 ・教育を行つています。また、食農教育の一環として、小中学生とその家族を対

象とした体験学習も行つています。

稲作 ヨース 「土 と緑の体験議

キヤンパスに隣接 したフィール ドでの実習

講義と実習、実験室とフィール ドの融合を

めざし、教室で得た知識をす ぐに隣接 したフ

ィール ドで実践 B確認できます。食料生産、

森林、応用生命科学科に共通の講義、実習を

開講 し、アルプスをキーワー ドに、持続的生

物生産システム実習、生物生産一貫実督な

ど、13科 目を開講 しています。作物生産と食

品加工を組み合わせた内容としては、漬け物

加工、ジャム加工などを実施 し、実習で栽培

したヤマブ ドウや リンゴを原料 としたワイ

ンやジャムの販売も行つています。また、夏

休みの野辺山での4泊 5日 の生物生産 白生態

管理学実習では、さわやかな高原で野菜の収

穫や反すう動物の飼育を体験 します。

1'‐差 藤トボ亀蒸■■L翼 蜂
ブ ドウの整枝・誘引と摘房実習

新たに始 めたイチ ゴの高設栽培

果実加工品のラインア ップ

信州大学山ぶ どうフイン
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「ぱつくん」でつながる農場と地域住民

一 有機資源の有効活用 :信州大学繊維学部附属農場―

信州大学繊維学部附属農場では,地 域貢献の一環として 7年前より上田市、上回

地域広域連合 ・エコサポー ト21(エ コを考え実践 している市民団体)等 と共同で

「上小地域有機資源循環ネット」を立ち上げました。環境保全にいささかなりとも

寄与し、また啓蒙をするため、活動を続けています。具体的には、家庭からでる生

ゴミを各家庭それぞれで堆肥化し、肥料として活用することです。個々の家庭の規

模はささやかで、まさに 「草の根活動」そのものですが、力を合わせ上国市を中心

とした地域の生ゴミ焼却量を減らし、自分たちの住む地域の環境を守ろうというも

のです。それを支えるのが 「ぱっくん」です。

「ぱっくん」とは、ピー トモスと籾殻燻炭を64の 割合で混ぜて作った生ゴミ堆肥

化処理基材の愛称です。 「ぱつくん」に日々家庭生ゴミを混ぜ、酸素が行きわたる

ように携拌を心がけると、有機質は好気的発酵を続け、次第に堆肥化 します、ピー

トモスや活性炭の孔隙に住む微生物が有機質の分解を促 します。時として発生する

アンモニア系の臭いは活性炭が吸着してくれるため、屋内でも使えることが特徴で

す。また、できた堆肥を畑に利用する

ときには、ピー トモスや活性炭が土壌

改良材として働きます。

取り組みを続ける過程で、私たちの

趣旨に賛同してくださつた地域住民の

活動も着実に広がりを見せています。

市民有志が定期的に集まり、附属農場

内で 「ぱつくん」の調合作業を行いま

す。舞い上がりやすい粉末の材料を混

ぜる作業ですから、手や顔が黒くなり、

とくに夏の時期の作業は大変です。そ

れでも、みんなで力を合わせて楽しく

作業をしてくれます。

家庭用に小分けした 「ぱつくん」を、上田市とエコサポー ト21が 中心となつて地

域住民に紹介し、生ゴミ堆肥化運動を広めています。各家庭で作られた堆肥は、家

庭菜園やベランダのプランターに入れて、野菜や花を育てる絶好の肥料として利用

してもらいます。また、アパー トやマンションなどのように庭を持たない家庭から

は、できた堆肥を、附属農場に持ち寄つていただいています。大学農場では、集

まった堆肥を農場作物の肥料として無駄なく利用するようにしております。

｀
↑市民有志が協力して基材の配合作業



↑農場フィールドで高校生に環境教育

この活動はまた、環境教育

の一
環 としても役だつていま

す。繊維学部近 くの高校か ら

の依頼 を受 け、 「ぱっ くん」

の調合方法、堆肥化、肥料 と

しての利用法を大学の職員が

出向き、直接指導 しています。

高校では生徒会 を中心に、積

極的な参加活動を見せ て くれ

ています。

またこの 「ぱっくん」の利用は一般家庭に止ま りません。大学では生協食堂か ら

出る調理 くずや食べ残 しを同 じ方法で堆肥化 し、農場フィール ドに還元 します。

附属農場で蚕糸科学を担当する研究室では、カイコの飼育に伴つてたくさんの蚕

沙 (蚕の糞 と桑の食べがら)が 発生 します。かつては 1飼 育シーズンの間に 70リ ッ

トルの箱 3-4杯分の蚕沙が出て、その都度きめられた場所に捨てに行 く必要があ り

ま した。 しか しこの飼育室で 「ぱっくん」を導入 したところ、蚕沙はきわめて効率

よく発酵 し、減容化することがわか りました。最も飼育規模の大きな春蚕期でも、70

リッ トルの箱 2杯 分に収ま り、結果的に一度も蚕沙を捨てに行 く必要がありません。

この蚕沙処理は、人工飼料育の蚕沙処理には一層有効です。少 し目をはなす とカ

ビが発生 して しま うなど、始末におえない人工飼料蚕沙でも 「ぱつくん」の助けを

借 りると効率よく堆肥に変化 させ ることができます。都会の大学研究室で実験材料

としてカイコを飼育 している研究室でも、一度この 「ぱっくん」を試 してみてはい

かがですか ?

↑壮蚕期の蚕沙

と

1週間ほど撹絆を続けて堆肥化と

減容が実現 したところ   → "‐



室農学部

宮フイール ド科学教育研究センター

http:ん′w印町lagr.niigata―u.acjp/fc/

山古志の伝統野菜
`か

ぐらなんばん
'の

産地復興支援

中越大震災から丸5年が経過しました。未官有の被書を受けた長岡市山古志地区

(旧山古志村)で は、道路、住宅、ガス、電気、水道などのライフラインの復旧が

進みつつあり、校書の面影は目立たなくなつてきています。しかし、高齢化が進ん

だ今日、農業復興の足並みは揃つていないのが現状です。

新潟大学農学部附属フィール ド科学教育研究センターでは、新潟大学災害復興科

学センター、新潟県長同地域振興局、JAえちご長岡と連携を組みながら、特産品

開発の支援を行つています。また、当センターに所属する学生が中心となつて、生

産者との交流も始まっています。学生達は、生産者から譲り受けた種子を収集し、

長岡市山古志地区と当センター新通ステーションの2地点で栽培し、系統比較試験

を実施しました。研究成果検討会には、
と
かぐらなんばん

'生
産者の方々が多数参

加され、活発な意見交換を行いました。学生違は、生産者との交流を深めながら、

特産品開発の支援を続け、伝統野菜
`か

ぐらなんばん
'の

産地振興に貢献したいと

張り切つています。

長岡市山古志地区における系統比較試験

新潟大学農学部附属フィール ド科学教育研究センター

〒950-2181 新潟県新潟市西区五十嵐2の町8050 TEL:025-2626672(センター事務室)
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石ナ‖,県立大学
物蝕 学蔀 附属農場

～出清決いとして0出 BAO■ 8お 口0取 り出3“

石川県立大学附ほ実験農場では地域に根ざす大学農場をスローガンに、地元の

農家が抱える問題を取り上げ、この問題を解決する研究に取り組んでいる。また、

より親しみのある地元大学となるため、毎年、小中学生とその父見を対象とした

「親子農場観察会」や―般具民を対象とした 「移動農業教室Jな ど、農場が持つ

技術や情報の積極的な公開にも取り組んでいる。

研究面では、農場では本年から地元農家

が問題としている 「夏場のキンジツウの葉

裏の者色障害」についての研究を始めてい

る。農場の回将に色々な実験区を設置し、

県 ・市 口農協とも連携して現地検討会や成

績検村会を行つており、研究成果が少しで

も早く地元農家に選元され、地域大学の■

務が果されるよう努力している。

また、「親子農場観察会Jは 、例年、40
～50名 の多加があるが、本年度は 「地産

地消を核とした食育の推進」をテーマに地

場の野菜や果樹を中心としたクズラリーや

収穫体験を行つた。

◆加者は、クズラリーを通して地堀野菜

に一層の興味を深めたようで、「大変、抱

強になつたJ『また争加したい」と答える

◆加者が9罰 を超え手応えを感じている。

今後は、特色ある地方の大学農場として、学科の教職員とも連携し地域貢献で

きる技術や情報の発信に努めていきたいと考えている。

石川県石川郡野々市町末松 ■300

TEL  076-227-7490

E―maii nfukuokaOishiktta―pu.ac.jp
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キンジツウの現地検討会(大学農場)

『親子農場観霊会Jで のクイズラリー



材          フ ィー/2汽砕弟稼所筋夕をンター

中 加

自ら学び、観察、考える実習プログラム ー 『私のミカンJ一

カンキツ義者が盛んな静田県に位置する当センターで

は、カンキツ田が的3 haと、フィール ド全体の中で最も

広い面積を占めている。本カンキツ田は、天敵昆虫利用

による害虫防除,卒 生義増などの環境を考慮した載培技

術の改良、商品質果表生産などの各種研究の場として盛

んに利用されるとともに、主要な教育実習の場ともなつ

ている。

通年実習では、水稲、茶、花井、果柑などを対象とし

て、多様な学習ができるように実習項目が用意されてい

る。しかし、これらの項目だけでは、相物の生育や作業の連張性が感じ取りにくく、作業の描

果を見ることも少なくなりがちである。そこで、静岡県らしさがみられ、豊言な実習材料が供

給できるカンキツロでの実習プログラムr私のミカンJが工夫された。

このプログラムでは、学生自ら、温州ミカン 1樹を選び、開花から収穂まで、施肥や摘果な

ど、ほとんど全ての管理と生育の様子の観韓ができ、その作業などに必要な時間は通常の実習

内に 20～30分問組み込まれている。プログラムの進行とともに、自分の実習内容を反省、工夫

し、積極的に作彙する様子が見られ,ま た、植物に継観的に触れることでその生命力に感動し

たり、適宣、拭食していくことで果実の生育 ・成

熟の経過を実態できるなどの点でも大きな効果が

上がってきている。今後も、当センターの特徴あ

る実習プログラムとしてアピールできるようより

良い「私のミカンJを育ていきたいと考えている。

なお、カンキツ田は、幼稚田児、小学生や一般

市民のミカン狩りにも利用され、その時に教職員

が対応することで地域への貢献にも大いに籍けっ

ている。

表習ブログラム「私のミカンJ

お互いのミカンのとべ比べ 英味しいミカンができたかな!? ―書換味しかつた人には表移!!

子供たちにもミカンのあれこれを敏えています!!
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岐阜大学

附属岐阜フィール

応用生物科学部

ド科学教育研究センター

http7/wHマw14iftl‐tl ac jp/～車ulllドnl,

岐阜大学農場と障害者福祉

大規模事業所では、社会的要請として障害
者の雇用促進が強く求められている。岐阜大

学農場では、知的障害者を積極的に雇用 し、
酪農、養鶏、園芸、作物などの各分野での農
作業での就労の機会を設けている。技術職員
も、障害者への理解と指導に備え研修を受け
ることで作業能率の向上を図つてお り、生産

活動の指揮に当たっている。さらに、特別支

援学校 との連携を通 して、支援学校生徒の実

習を受け入れることで、就労へ向けた教育的
指導への貢献も果たしている。軽度の知的障
害者の場合、農作業への適応力は高く、また

動植物に触れることに魅力を感 じt積 極的に

仕事に従事している。

岐阜大学農場渉ガ瞬日日B胞 妙開発 ・普及

岐阜大学では、夏季の葉野菜として有望
な И秘2ra筋郷 ″たoわ″L.の赤色葉系統を 「

仙寿菜」の名前で商標登録 した。岐阜大学
農場は、 「仙寿莱」の研究拠点として品種
と栽培技術の開発を行つてお り、岐阜県内
への栽培普及に努めている。 「仙寿菜」は

高濃度で赤色色素ベタシアニンを含有して
お り抗酸化活性化が一般の案野菜の3倍以
上と極めて高い。 さらに、ビタミンCや 各

種 ミネラルの含有量も高く、夏野菜や彩野
菜として注目されている。

〒501‐1193 岐阜市柳戸1‐1

国立大学法人岐阜大学

応用生物科学部 附属岐阜フィール ド科学教育研究センター

事務部 町 L058・293‐2971  FAX 058・ 293‐2977
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名古屋大学大学院生命農学研究科附属フイールド科学教育研究センター

東郷フィールド (附属農場)

フイールド宙勇支援への取り組み

名古屋大学大学院生命農学研究科附属フイールド科学教育研究センター東郷フィールド (平
成21年4月に大学院生命農学研究科附属農場より改組)は 、教育支援とならんで研究支援を活
動の大きな柱として位置づけています。研究支援の依頼は生命農学研究科にとどまら或 学内の
他部局や他大学からも寄せられ、近年の支援件数は毎年30件を超えています。東郷フイールド
を利用した研究成果は毎年3備 を超える論文として発表されており、その中には、著名な学術
雑誌に掲載されたり新聞報道されたりしたものもありますちこれらの研究支援は、東郷フィー

ルドの技術職員の高度な技術と努力に支えられています。

h  〔

(左)大 型家畜であるウシを利用
ドでは繁殖経営による効率的な運 生命農学研究に利用可

フィールドなら ィール
して

家畜の繁殖性向上を

終殖学、内分泌学、

(左上)水 田は、研究科で推進されているイネ研究を支えるフィールドとして多くの研究者
に利用されています。
(右上)22年 にわたり各種有機物を連用した圃場 (無肥区、化肥区、慣行区、匠肥区、コー

ヒー柏コンポ区、食品排水汚泥コンポ区)は 、学内外の研究者に広く利用されています。
(下)パ ラ、トルコギキョウ、アサガォなどを栽増 ・管理し、花きの開花や花色に関する研

究を支援しています。

連絡先:愛知部束郷町大手詩輪字畑尻94(Teに056197-0200、 Fax 056卜38-4473)
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名城大学農学部附日農場 /フィールドサイエンス研究室
ホームページ継津ケ角淵尾登樹:!:式盛!:ケ培呈̀悦%んndex html

‐t■ 部3学者 1生切☆掠手、i南 生あ|とや、生物環境 ■ギ|の

学生を受けP、ね、様場の豊富な検れと和f用t′て、主物i!ま、エネ】

およひ環境のフィールトt″ベル r!の研究を行つている

主珊 究チ マ

O花 壇材料の維持管理圏 す珊 究

O植 物成長調節物質にふ裸 実の成長制御

OIU拡 県実の高温障害LFgす珊 究

O放 牧利用の有無が牛の醸殖性に及ほサ

影客に関す珊 究

0春 、秋作馬鈴事臨 時額 学の品質及び

月齢比較

コ“口   [:世11111'|:1,1,、

翻 楢彗禄を鯨
間、

:1事部学生の実君

教育、横業技術研修

生の費け入れ、地域

の中学 高検生の

体験実習、専政生び)

T夫 論文指導なと!

農場実習

鞠騨 r'

体験葉習 !

豊露早景寓3警ダを

ヽ

》学部行事、公開行事を

はじめ、市民国芸講座ヘ

の講師派遣、春日井市と

の連携講座開講、見学・遠

足の受け入れ、グラウンド

他施設の開放、生産物の

住民向け販売など。

譜欄挽漸謡雫最艦 紺翻
セ

と眼鶴鞭着)
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新酒米品種「弓形穂」,「孫伊勢錦」を品種登録出願

二重大学大学院生物資源学研究科
附属フィールドサイエンスセンター附帯施設農場

本農場では,二重県の酒米在来品種「伊勢錦」を改良して,倒伏し難く,栽培しやすい
短標系統「弓形穂」と「孫伊勢錦」を作出し,品種登録出願をしました これらの酒米を
地元酒造会社に利用してもらうとともに,インターンシップ等を通じた教育にも取り組ん
でいます

10S    l,こ    10こ     19S   を 0こ   と 1=   2Z琶    23=   44S

粒厚(mm)

図 伊勢錦とその短標系統の粒厚の分布割合

表 伊勢錦とその短標系統の心白発現率 (%)

品 種   伊 勢錦  弓 形穂 孫 伊勢錦 山 田錦

心白発現率  773 758  803  795

数値は粒摩が2 0mm以上2 2mm未満の400粒の調査結果

口草丈は山田錦並みに低いが,粒の厚さは伊勢錦
と同様に大きく,心 白発現率も良好です

2,伊 勢錦短梓系統を使つたお酒造り

,「二重大学」という商品名で販売しています
。インターンシップの一環として,製造工程に本学学生も参加しています

〒514‐2221二重県津市高野尾町2072‐2

電言言:059‐230-0044
FAX:059-230-1463
Emalii f‐somu@blo mie_u acjp
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京都大学大学院津学研舶 殺境
Experimental Farm,Ryotl Univers,ty

安全口折偉・商品質生産の技術

お少な租・品租の機持と殺培

研究資源の活用

エンマー小麦の採■日増

レストランでの利用メニューの一例
| ′〔イキングレストラン『ビーズJ:

■         ァ ィナー′〔イキンタでのデザートに(構,8月)
'   中

国料理『偶』:帆立員の妙め四川工(アスパラガス,4月),

構のコンポートあんみつ■(様:7月)として

求料理『こよみ坂J:会時でのデザーHこ(告,6～3月,製:3～10月)

=光 み 孝す学ど複犠遺″宇 勿 兜 何 り う士芦れた雰倉夕ど―″

W竹′te Wile,arJe肘′′。 R“by肘″e

縄元前8000年 ごろ以降,古代エジプトで殺培されていたエンマー小麦,1

920年 ごろには義培が途鶴えたピラミダーレ小麦を現代によみがえらせ

て,あらたなビールが作られました.

東大附日農村では原常科であるエンマー小麦,ピラミダーレ小麦の増殖・

租手生産を担当し,ビールの原科表を生産する農家に提供しています.

現在はほとんど裁塔されていない小麦なので,はじめは肥料や病虫書防

除,刈り取り時期など,穀堵管理は手探りの状館でした“

虐alつき京都ホテfL

早軍口六挙・資程酒通にの古付ユとキを使ったE― fL共同開発

大阪府高槻市八丁畷町12-l TEL:072-685-0134メ ール 対 talim(米aも町OtO―u ac」p  32



京都工芸繊維大学 いヽ的V.Cb偽.臨tjp

生物資源フィール ド科学教育研究センター

地域貢献事業 京都市立広沢小学校 「グリーン探検隊」

授業の支援 そ の 2

近隣の広沢小学校から,2人 の先生に引率されて訪れた児童が,色 々な

体験をしました。センターで自然とふれあった経験が、理科への興味を引き

出し,そ れぞれの児童の将来の力になることを顧っています。

このコラボ授業は 「総合的な学習」の一環として毎年行っています。

2009年度は、3年生2クラスを対象に、7回実施しました。

作物学と養蚕学に関連した授業と実習を行いました。

生物資源フィールド科学教育研究センターTe■075-861‐0714,比s0714aqim.kitjp



京都府立大学生命環境学部附属農場

畑作りから収穫まで自ら取り組む
～3回生農場実習における自主栽培学習～

京都府立大学では農学系の学生でもほとんどが都市部の出身で身近に農業を見て育った学
生はごく少数であり、学校や家庭での栽培体験も乏しいことから、まずは栽培の一部始終を自ら
計画して実践することを実習の一つの柱としています。3回生における週1回の実習{前期:基礎
実習、後期:専門実習)においては、実習時間の一部を利用し、履修学生が作目の選択から管理、
収穫まで自主的に活動し、その内容(栽培記録と利用例など)を半期ごとにレポートとしてまとめる

自主栽培学習を行つています。

4月 自 宅での育首 序

笠旦の実切ヒ裁量盗過

中
4月 栽培計画と畑作り(施

肥、畝立)・自宅での

育百
5月 定 植、播種、支柱たて
6～7月 栽培管理、収穫
7月 後期栽培計画

作目

5月 播種と定植
苗ものモトマト、ナス、トウガ

ラシ、エダマメなど

種子!キュウリ、カボチャ、
ウモ回コシ、葉棄類

後期(10～1月)

10月 畑準備、播種、定植

防虫ネット
11月 除草、追肥
12～1月 管理、収穫

作目
首もの:キャベツ、ブロッ

コリー、ハクサイなど

種子:ダイコン、カブ、ミズ

ナ、コマツナなど
思わぬ来客(カラス来襲ほか)

栽培管理の様子
1前期学生提出レホート|

■千1懲嘆▼!―111

キ∵世I
収穫物利用法の報告  1前 期学生提出レホート)

から1時間以上の距離にあるため、実習時間以外での学

さまざまな作物の収種

1前期学生提出レホート)

や観察調査が不可能である。
tを報告し、学生同士で討論できる機会が十分でない。
!する作物に対する栽培適期とずれることが多い。
:培記録を利用した自主栽培に関するガイドブックの

4

諮登

〒619‐0244京 都府相楽郡精華町北稲人間大路74 駈0774‐93‐3251 kpufam@kpuacjp 34



大阪府立大学生命環境科学部教育研究フィールド

『キ宙カボチャ」で地域貢献

httpir/―plant Osakafu‐u.ac.jp/field′

`

大阪府立大学では、パンプキンロシードロ

ミッション(宇宙で8ヶ月以上過ごしたカポ

チャの種子が、どのように成長するかを

観察し、その種子を地域の児童に配布し
て科学者の卵に宇宙の回マンを感じても

らう活動)に協力しています。

どのようして「宇宙カボチャ」になつた?
345粒の種子が、2008年11月から国

際宇宙ステーションの日本実験棟「きぼ
う」で8か月以上過ごした後、2009年7月

に若田宇宙飛行士とともに帰還しました。

「宇宙カボチャ」の成長
12月8日に15粒の種子が到着。
12月9日1こうち10粒を播種。
12月16日に初めての出芽を確認。
12月24日に10粒とも出芽(100%)。
1月19日には、花芽を確認。

予定
5月頃に収穫・採種して小学校に配布。

これまでの反響
●「宇宙カボチャ」府立大で発芽(12月22日の読売新聞)
0「宇宙カボチャ」発芽(12月25日の朝日新聞)
01月 19日取材 (朝日小学生新聞)

Ｂ

８

詳しい情報は、国際総合企画(株)の
ホームページ(上位
kO【uSaLco.jpr)ヘ

おもちゃカポチャの種
が宇宙に行つて来た。

「宇宙カボチャJに雌花
の書ができた。

定植期の「宇宙カボ

チャ」

大阪府堺市中区学園町1-1

電話:072‐254-9426

mOda@plant osaka的‐u acjp
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神戸大学大学院農学研究科附属
食資源教育研究センター

実習の「自主栽培」

最近の農学部学生にきいてみると、農業体験などの経験

があるのは学科問わず20%以 下で、作物や家畜を見たり、

触れたことさえ無い学生が多いのが現状です。そこで農場

実習の一環として、農作物に実際触れて、育ててみる「自主

栽培」が行われています。対象となる学科によつて異なりま

すが、野菜の自主栽培、ブドウの自主栽培、イネの自主栽

培を実施しています。

野菜の自主栽培は、畑一区画が学生にそれぞれ与えられ、

ナス5株と学生が育ててみたい野菜を毎週栽培・管理し、得

られた生産物を学生自身が食することができます。

ブドウ(品種ピオーネ)の自主栽培は、木の一部が与えら

れ、毎週栽培口管理します。大きなゴミ袋1つに入りきれない

程収穫できるときもあります。

イネの自主栽培については、班分けを行つて4品種程度を

栽培口管理します。田植え、除草、収穫や調製を班単位で

行つています。
“
自主栽培

"な
ので最低限度の栽培法を指導しますが、あ

とは学生の考えで栽培B管理します。毎週大量の施肥をした

り、ブドウ1粒だけを残す学生がいたり様々ですが、学生の

評価は上々です。

また、生産物のコンクールも行つています。共通のナス5株

を使つて、秀品の数を競争したり、サツマイモの収量(全量と

1個の最重量)、ブドウの収量や秀品を競い、上位の学生は

歴代表彰されています。
生産コンクールの表彰

達絡先 所在地 兵庫県加西市鶉野町 1348

TEL   0790-49-0341

E―mal ans― centerJim④orce kobe―u ac」p
URL    http://wvvw edu kobe―u acjp/ans―fOOdres/
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ブドウの自主栽培(収穫)

イネの自主栽培(田植え)



近畿大学附属農場

熱帯果樹の栽培を目指して

湯浅農場行日歌山県湯浅町)ではマンゴーのハウス栽培

(約30a)を実用化し、その果実は「近大マンゴー」として
市場で高い評価を受けています。
マンゴーでは、さらに、ハウス栽培に適した品種や日本人の
嗜好にあった品種の改良や苗木生産に取り組んでいます。
一方、レイシやドラゴンフルーツなどマンゴー以外の熱帯果
樹類の導入栽培の実用化についての検討も行っています。

栽培化が

期待される

果樹類

ミツバチによる受粉促進

接ぎ木による苗木生産

マンゴーの市場出荷

レイシ

新品種「愛紅」

ドラゴンフルーツ

(〒643‐0004和歌山県有田郡湯浅町湯浅2355-2 TELi0737‐62-2953)
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鳥取大学農学部附属フィールドサイエンスセンター

連絡先 〒680-8553鳥取県鳥取市湖山町南4-101

TEL 0857-31-5600

yaFnana@muscs tottori―u acjp

◎地域に根ざした教育口研究
当センターでは、実践的な農業体験が得られるようニホンナシや白ネギな

ど地域特産作物に関する教育に力を入れており、ナシ選果実習やファーム
ステイなど特徴的なプログラムでの教育を行つています。
一方、併設されている日本梨開発実験室では、300品種にものぼる世界中

のナシの遺伝資源保存とこれらを活用した新品種育開発が行われています
現在新品種は、産地で植栽が進んでいます。
これらに加え、平成19年からは地域の学童と保護者への食農教育「FSC

アグリスクール」や新しい技術の実演円講演会などを実施しています。

FSCア グリスクール  ナ シの人工授粉実習 世 界のナシ遺伝子銀行

◎施設化による先端的な教育口研究
当大学の位置する山陰地方は冬季に降水量が多く、これまで教育口研究

並びに農場運営に大きな支障をきたしてきました。この特徴ある風土を積極
的に利用する方向を検討し、炭酸ガス施与などの技術導入を進めました。
加えてニホンナン50a、ブドゥloa、水耕トマト10aという大型施設を整備し、
年間を通じ専門性の高い教育を行つています。

巨峰の整形と袋かけ実習 大型施設内のナシ開花大型施設(1棟10a)
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島根大学生物資源科学部
附属生物資源教育研究センター

農業生産科学部門

Ⅲヤ与
｀

番茶

韓泣てなくて幡
り高し胃茶が楽し

腕 ひ 記

煎茶

姫

混じり気のなしヽ深
仰味わしげ支持さ

れ■ まヽ坑

生産物を通した
地域このつなが叫
震産物の安全性について関心が高まる中、大学震揚

の生産物は、作物の栽培 ・収穫 ・力8工をすべて農場内

で行う 「生産者の顔がわかる」製品として、注目を受

けるようになりました。

これまで、震揚生産品の販売|よ、「震揚まつり」

などの震揚開放日や、学内教職員や近隣の固定客

への配達を中心に行つてきました。近年は、年一

度開催される 「松江市震林水産祭」などの地域の

催しへも参力0し、一言Bの生産品は、平成 18年 5

月に関設された 「弁慶の里 本 庄 ・道の駅」の特

設コーナーで、本庄地域の他の特産品と一緒に店

頭に並んでいます。また、昨年は、地域のこだわ

りの風として、地元デパートで販売されるなど、

これまでより多くの力に大学農場生産品を知って

いただく機会を得ました。

生産景が限られるため、ご迷惑をおかけしている部

分もありますが、精魂込めて生産した品衆が、地域の

方々に親 しんでいただけることは、大学農場の教職

員 ・学生の励みになつています。

トマ トジュース
…夏ミ 変て商鴻蟻実旨a購 さ胸 唖
トマトを原料としていま丸

Emali ercbr@life shimane―u ac」p

ジャム
…イテゴ、リンゴ、

力け―ベリー、ゴ

の4糧緑醐畠

出の駅本座

松江市晨林水産黛

連絡先:島根県松江市上本庄町 2059 TEL0852 34 0311
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山 大 学

フィール ド科学セ ンターでは,「農の

福祉力」を顕在化 させる活動の一環 と

して,岡 山大学ダイバーシティ推進本

部の もとに設置 され たグ ッ ドジ ョブ

支援 セ ンター と協 力 して障害者 との

「協働」を進めています。

生産物の調整作業 と農学部

玄関での直接販売

岡山大学 ダイバー シテ ィポ リシー

間山六学では,性刑.口驚.拝齢,臣書の有態に間する

構成Rの 多様性を高め.字イA― ンティ文化の口産に済

める。これをはて出機の発鯉の割遊性.革新性.強翻せ

および覆化への表韓性を高め●。としτ優靖じ職員の確

保と定書をにしけから,多概性の中で育きれを知性を世

に選Bはしτ共生社会の実現に属力守る。

(中略)

さらに,社会貢献の一軸こして,学向の鷲療機会を社会

書加の道として提供し,加齢や障害の百掘害に問わらす

幅広く社会の輝成員の力を活用する。

上配の字fA― ンティ女化の推進にあた11.件側を整え,

葛藤の問題を察`!越える努角を継続し,こ期的視野で巴

機の持籠的韓属を目指す。

【′7｀東
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中山間農家支援プロジェクト 畜産農家支援プロジェクト

います。

地域連携センター

「広島大学地域貢
献研究プロジェク
トJを通して、野生
動物被害、農業者
の高齢化、村落の
過疎化など、中山
間地域農業の現状
を見据えた上で、
農家活性化のため
の支援を目指して

COEプ ロジェクト「超速ハ

イパーとューマン技術が

開く世界」を通して、その
成果を基に、地域畜産農
家の支援を目指していま
す。また、平成22年度に
は搾乳回ボットロRICシス

テムを新規に導入し、地
域酪農に貢献する研究
プロジェクトを実施する予
定です。

工学研究科

地域のセンター

(中心)としての

西条ステーション

共同研究機構研究
プロジェクト」を通し
て、教育学研究科
との家畜介在型食
農教育に関する共
同研究を実施し、
地域の食農リテラ
シーの向上を目指
しています。

教育学研究科
聘研究者プロジェクト・

OECD国 際研究プロ

ジェクト」を通して、カナ
ダ農業農産食糧省農
業食料研究所を始め
とする研究所と国際共
同研究を実施し、食の
安全B安心の向上を目
指しています。

国際共同研究プロジェクト食農教育支援プロジェクト

〒73労0046広 島県東広島市鏡山2-2965

連絡先 電話1082■24-7972 e―mait:fscfarm@hirOshima―u acjp

“
口
日
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県立広島大学生命環境学部
附属教育研究施設

農場設備の実習での活用一

県立広島大学生命環境学部(庄原キャンパ
ス)附属教育研究施設では、本学部生対象の実
習や他キャンパス生を招いての実習に農場設
備(水回、団場、果樹園)などを生かしています。
食品加工場では、食品加工なども行つておりま
す。平成20年度に選定された文部科学省教育
GPプログラムにも活用されています。

連絡先:〒727-0023庄原市七塚町562
TEL 0824-74-1000(イ代表)FAX 0824-74-0191

栽増実習中のメロン

葉菜類首の移植 果樹の収穫 サツマイモの収穫

稲刈り ソバ打ち実習 果樹の冬季剪定
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山口大学農学部附属農場

キヤンパスに立地する里山環境を生かした食 ・農 ・環境教育の展開

本農場は山田市市街地に位置するキャンパス内にあり、農地のほか、森林、水

源、ため池などの里山環境を有する。この立地条件と多様な環境を生かし、農学

部の教育 ・研究利用のみならず、教養科目の授業時間中の農場見学など学内の利

用に加え、近隣の保育所 ・幼稚園対象の農業体験や一般市民対象の座学と実践実

習を組み合わせた公開講座など、幅広い食 ・農 ・環境教育の展開を行つていお

り、地域交流の場としての活用も目指している。またビオ トープ設置やホタルの

放流など、農場の環境を利用した活動が行われている。

連絡先 :〒753‐8515 山 田県山田市吉田1677‐l Tel:083-933‐5923
E―mai■fam@yamaguchi―u.acJp          43

ピオトープ 一般教養科目での農場見学



高大連携の推進

近隣農業高校との連携を推進していくために、科学技術振興機構の平成21年

度SPP事 業「イネの可能性を考える一飼料イネを中心に一」を実施した。

飼料イネの生育調査

講師(広島県立菖産技術センター)による
議義「飼料イネ栽培の現状と課題」

飼料イネの試食

今後も高大連携を推進していく予定。

く連絡先>
住所:〒769セ304香 川県さぬき市昭和字谷乙300セ
TEL:0879‐52-2763,Eメール:attmt(Cttim.a。.kagawa‐u acjp

“一『
【

飼料イネの収量調査

調査結果についての話し合い
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絆媛愛く

愛媛大学農学部附属農場

「子ども農業体験教室」
愛媛大学農学部附属農場では,平 成 21年 9月 21日 (月)～ 23日 (水)に 「子ども農業体験教室」

を2泊 3日 で行いました。愛媛県内各地の小学 4年 生から6年 生までの32人 が参加し,講 義,農 場

オリエンテーリング,ブ ドウ収穫,天 体観測,水 回の雑草取り競争,稲 刈り,昆 虫や動物などの自然

観察,餅 つき,牛 のブラッシング,エ コパッグ作り,ゲ ロゲロカエル作り,花 や野菜の播種など盛り

だくさんの内容になりました。講師 ・スタンフとして,愛 媛大学教職員 10人 、県内の小学校教諭 5

人,農 学部学生ボランティア 11人,「中予星の会」メンバーなど総勢 30人 体制で取り組みました。

参加した子どもたちからは,「とても楽しかった」,「いろいろな体験ができて勉強になつた」,「農

業の大切さが分かつた」,「また是非参加したい」などの感想がほとんどで,ま た保護者からのアンケ

ー トからは,「子どもが成長していく上で大変役に立った」,「自分が参力『したいくらいだ」,「子ども

が将来,愛媛大学農学部へ入つて勉強してくれたらうれしい」,「テレビやゲームから離れて自然の中

でいろいろな体験をさせてもらつて有り難い」との高い評価を頂きました。

本イベントは,大学の地域貢献事業であるとともに,県内の小学校教諭と共同で企画運営を行つて

おり,自然に対する感受性が最も高い年齢層である小学生に,効果的に食農教育を行うための教育技

術データを蓄積することもできました。またボランティアとして参力日した大学生に対しても有効なキ

ャリア教育の一つになりうると考えられました。今後,大学附属農場が小学校の食農教育に関わるニ

ーズが高まると考えられ,これらのデータを実習教育に役立てる予定です。本事業は,文部科学省 「子

ども夢基金」のサポー トを受けて行いました。

愛媛県松山市八反地甲498,電 話 089‐993‐1636,nokaikeOstu_lhlne‐u.acjp(農学部事務課)
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Д口'粛 紹本常 附属暖地フィールドサイエンス教育研究センター

高知系褐毛和種牛の誕生から出荷までを体験する

高知龍馬空港から降り立ってすぐに見える放牧場でのんびり草を食む褐色の牛た
ちは、高知大学農学部附属農場施設 (暖地フィール ドサイエンス教育研究センター

南国フィール ド)で 飼育している地方特定品種である 「高知系褐毛和種 (土佐のあ
かうし)」と呼ばれる和牛です。和牛といえば、松阪牛、飛騨牛などでイメージされ
る黒毛和種と呼ばれる黒色の牛が有名ですが、高知県では韓国の牛である韓牛が
ルーツのこの上佐のあかうしを明治以降大切に育て独自の育種改良を行ってきまし
た。しかしながら近年では2700頭をきるほどに数が激減し、品種としての維持が危
ぶまれているほどです。そういう状況の中で高知大学農学部では現在、繁殖牛、肥
育牛あわせて約70頭を飼育しており、県内でも有数の肉用牛生産の場となっていま
す。

日常の掃除、餌やり、水の管理等の書舎 ・飼養管理は職員および蓄産の研究室所
属の学生達が行っています。この作業は農学部 2年生を対象にした 「農場実習1」で
も輪番で行い、家畜飼養の日常作業に触れさせています。

放牧場では、牛の繁殖技術で一般的な人工授精ではなく 「牧牛 (まきうし)」 によ
る牧場内での自然交配が行われています。受胎から約 280日 経て誕生した子牛は、
繁殖用、肥育用に分けられ、それぞれ異なる一生を過ごします。特に肥育牛は、
26ヶ月間育てられたのち 「肉」として出荷され、主に県内で販売されています。こ
のことは 「食育」という観点からも貴重な体験であり、学生たちは自分たちが可愛
がり苦労して育てた牛が食品になることを通じて 「命の大切さ」を実感しています。

高知大学農学部 附 属暖地フィールドサイエンス教育研究センター

〒733‐8502南国市物部乙200 088も64‐5154
HPア ドレス : htp:r/―agr cc.kochi‐u.acjpttapantteld/fieldscience htrnl
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◆

◆

◆

本学で育成したブ ドウ新品種
・
BKシ ー ドレス

'

特 長

種子が無く,食 べやすい。

精度が高く,食 味が良い。

栽培に必要な労力が少ない。

生食用として育成された江 加工用としての

利用も期待される。

九州大学震学者B附属農場において,1990年 に
`マ

スカットベーリーA'×
・
巨

峰
'の

交配を行つて得られた雑種実生から選抜された品種です。2009年 3月 に農

林水産省に品種登録出額し,現 在は出願公表中です。

学生への実習教育の教材としての活用にカロえ,2009年 度より実用栽賠化に向け

ての取り組みを始めました。

・
BIKシードレス

'を
用いた実習

`田
くシードレス

'の
特長を活かした

レーズンと実子

九州大学震学音8附属農場

8112307 福 岡県粕屋書畔白屋町原町 111

TEL:092612-2862

E4/AL:Ohousぎ ①肺 kyushu uacjp
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国立大学法人佐賀大学農学部
附属資源循環フィールド科学教育研究センター

有機固場で教育、研究、地域貢献

佐賀大学フィールドセンターには2001年に有
機JASの認定を受けた固場があります。化学肥
料、農薬を用いない循環型の農業についての

教育、研究に利用しています。生産物は学内
を中心に販売しており、教職員の有機農産物
への関心が高まってきました。2009年度は有機
圃場で公開講座「あなたも作つてみませんか有
機野菜」を実施し、多くの地域住民の方々に受

‐講していただきました。

有機園場での実習には農学部以外の学生も参
加します。 A:キ ュウリの管理 B:生ごみ堆肥
C:ソバの播種 DJ又穫したソバの加工

棚出(佐賀県唐津市)の有機圃場でも学生実習を
行つています。循環型農業の手法だけでなく、山
間部における稲作の技術や地域の問題点などを
学ぶ場となつています。

茶がらと米糠を混ぜて堆肥を造り、循環型農業の

研究をしています。 At茶 殻と米糠出来の堆肥
B:色彩の調査 Ci品 温の調査 D:ホウレンソウを
用いた試験

公開講座 A:作 成したポスター(一部)B:第 一

日目の様子

有機農産物の生産、販売 Ct有 機圃場のミズナ

D:収穫した小カブ E:販売用ラベル F:ミズナの収

穫 G:ミズすの出荷

T849-0903

佐賀県佐賀市入保泉町下和泉1841

電言舌:0952-98-2245『 AX:0952-98-2230
ホームベージ http://ww tt saga u acjp/
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○総酷品榔梅作好佑r僻午す名鮨総ン 、
フィールド実携実習(農場)を開隷しました(2008年度～)

*教 育ファームや公開講座の指導経験 によつて教育能力が向上 し

た技術職員 による少人数 ・通年教育が大好評 !

教育目的 植 物の栽培管理技術を実践的な実習によって学ぶ。木花Fの

教育研究資源を活用した通年実習を行うことによつて高い教育効果を得る。

達成目標 培 土調整、施肥、農業機械、播種、育首、整枝 ・誘引、病虫

害防除、収穫、収穫物調整などの一連の農作業を実践して農業技術検定 1級

相当の技術を取得する。

授業計画  (キ ーワー ド)

1. ガ イダンス (栽培カレンダー、農業規範)

2. 培 土調整 ・土壊改良 (土壊酸度調整、土壊改良材、堆肥調整、床土)

3  施 肥管理 (施肥設計、基肥、追肥、化成肥料、有機資材、土壌診断)

4. 農 業機械 (安全管理、点検整備、PTO、油圧、耕絃、整地、畝立)

5` 農 具管理 (研磨、防錆、補修、収納、作業姿勢)

6  種 子管理 ・播種 (種子保管、品種管理、精選、消毒、催芽、播種床)

7. 育 苗等 (灌水、移植、間引き、定植、除草、栄養診断)

8. 整 枝 ・誘引 (剪定、わき芽、摘芯、切り戻し、支柱、仕立)

9. 繁 殖管理 (緩粉、結果、採種、挿し木、接ぎ木、取り木、株分け)

10.病 虫害防除 (予祭、噴霧、防虫、除葉、防除暦、ポジティプリス ト、

天敵、総合防除)

11.収 穫と収穫物調整 (収穫適期、鳥獣害対策、鮮度、品質診断、

出荷調整、残澄処理)

12.ま とめと反省 (GAP、HACCP、トレーサビリティ、順応的科学的管理、

費用便益)

*コ アタイムは90時 間ですが、これだけでは目標達成は困難なので、補講

や自習実習などにより年間 120時 間以上は実習に従事することが望ましいと

指導しています。技術職員と受講生には農業技術検定の受験 (宮崎大も受験

会場)を 推奨したところ、技術職員と受講生ともに多くの合格者が出ました

(平成 20年度第 2回 :3 1gt 7名、2級 8名 (職員 3名 )。平成 20年度第 1回 :

3級 14名、2級 3名 (職員 1名 ))。

これからも、職員の技術向上などの教育の質の向上を図り、学生が毎日、

実践的な実習を行う元気な農場を目指したいと思います。
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で 東
加工品の開発について 一

東海大学農学部の付属施設である農学実習場は、農場 ・牧場のフィール ドサ

イエンス部門と農産 ・畜産食品加工場のフー ドサイエンス部門があり、講義棟 ・

研究棟に隣接しており、大学院 ・学部の研究 ・教育に寄与しています。

フー ドサイエンス部門では、農場実習で栽培 ・収穫される野菜 ・果物を使っ

て、ジャム ・味噌 ・漬け物の農産加工実習、牧場実習で肥育 ・生産される豚肉 ・

生乳 ・卵を使って、ハム ・ベーコン ・アイスクリーム ・テーズ ・マヨネーズ等

の食品製造実習を行っています。今回は実習製品以外に開発している加工食品

を紹介します。

鹿 肉加工品のいろいろ

鹿肉ハム

ヤーコン酒粕漬け

学

ジャーキータイプ

粕漬け 味噌漬け



1_唐 薄 実 樹 園 た は

鹿児島大学農学部附属農場 「唐湊果樹園Jは 、1916年 (大正5年)7月 に設置された果樹専門の施
設である。鹿児島市内の大学キャンパスから西南部2Kttの傾斜地に位置 してお り、約7 3haの用地
(耕作面積411a)に常緑果樹 (2種類125品種 ・系統)、 落葉果樹 (11種類36品種 ・系統)及 び熱

帯 ・亜熱帯果樹 (9種類37品種 ・系統)を 栽培 ・保存 してお り、それ らを対象とした実習教育と研
究を行つている。

職員構成は植物部門主任 (准教授)、 技術専門職員 1名 、技術職員3名、事務補佐員 1名 からな
るが、実習教育は農学部果樹園芸学研究室及び害虫学研究室からの農場兼担教員を中心に実施 して
いる。

2.唐薄臭樹関における宰習のコツヤプ ト

本農場の実習教育は、学生が講義 ・実験で得た知識 ・技術を農業の場において自ら実践 し、講

義 ・実験と実習の有機的な結合を学ばせることにある。唐湊果樹園では主に以下の3点 をコンセプ
トに農場実習に取 り組んでいる。

|.果樹の成長と自然環境との関係を理解させる。
‖.果樹園芸に関する基本技術を習得し、載嬉技術をより向上させる。
111.季節による果樹の生育と栽嬉技術の違いを理解させる。

3.実習の内容

唐湊果樹園の実習内容を第1表に示 した。4学科中3学科の学生を対象として夏季 ・春季の集中実

習、通常授業としての終 日・半日実習を行っており、180分1コマで換算 した年間実習数は90コマに
なり、延べでは約2000人の学生が実習に訪れる。実習は、果樹の繁殖から収穫、施肥、害虫防除、
防風樹管理までを教員 と技術職員が一体となって行つている。具体的な実習の流れは、教員による
実習内容の講義のあとに学生を3班に分け、技術職員が各班を直接指導する方法で行っている。班
分けをすることにより、学生へのきめ細かい、効率的な技術指導が可能となつている。

草生官理

Pa風田督避

]・7,・功革りD防 体

施把

収宿・ね票

不知火ピエルかけ

効 章り0防 艦

田定

堆肥施用

モモの嬌果・費かけ

カキの橋県、収寝・院渋

カキの理定

ア,■
・
リーの炉し木

7・ルヽりのシ0電 憾

カオン、ヒ
・
ワの獲ぎ木

授ぎ本首程遺観察

、森曽え、除車、

防風樹管理 タンカンの収種 ゴマダラカミキリムシ防除

<連 絡先> 農 場本部
〒890-0065鹿 児島市郡元lT目 21番24号
TB 099(285)8771  nttoSOmu@kuas kagOshima―u acjp
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琉球大学農学部

附属亜熱帯フィール ド科学教育研究センター

琉球大学農学部附属亜熱帯フィールド科学教育研究センター (以下フィールド科

学センター)は 、キャンパス内に設置されており、圃場作物、施設園芸、家畜生産

などの教育研究に取り組んでいます。

平成 21年度における農学部改組に伴い、フィールド科学センターの教員は、亜

熱帯地域農学科における農林共生科学分野を構成することとなり、学部教育に対し

これまで以上に大きな責任を担うこととなりました。フィール ド科学センターでは、

学生らと教員・技術職員が一体となって、フィールドで共に汗を流しながら研究に

取り組み始めています。

未利用地を開理し、2年次の学生実習で

暖地型イネ科牧革 「ネビアグラス」を植え

付け、卒論で 「黒毛和種の放牧利用」とし

て活用した (写真右)。

地域の泡盛業者と協力して泡盛もろみ

酢製造時に発生するもろみ酢粕を用いた

「泡盛もろみ酢粕による黒毛和種子牛の

飼養」の研究 (写真下)。

法面におけるギンネム (雑木)の 除

去を学生実習で実施し、その後、技術

職員による 「未抜根によるギンネムの

防除試験」として活用 (写真上)。

連絡先 :〒903‐0213 沖 縄県中頭郡西原町千原 1番 地

TEL:098‐ 895‐8740 FAX:098‐ 895-8741
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本誌に掲載されたIE事の内容を転載する場合には全国大学附属農場協議会の許可が

必要ですのでご注意下さい。






